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『カラオケ』

９月生まれの利用者様の誕生日会にカラオケに行っ

てきました。到着後すぐにランチをいただき、歌が

大好きな本日の主役の利用者様が一番にマイクを握

り熱唱されました。「私こんな所初めてでドキドキ

だわ」と言っておられた方も、スタッフと一緒に楽

しそうに歌っておられました。

はなえくぼに戻ってからも「楽しかったね」「ま

た行きたいね」と会話が弾み楽しい誕生日のお祝い

ができました。

『やさしさ』

ＡさんがＢさんの方を向いて何かお話しされていました。発語はあるものの、

内容までは聞き取れないことが時々あるＡさん。するとＢさんは「なにかなぁ」

とＡさんの近くまで行きお話を聞き、「この人、僕のお袋に似てるな～」と、

Ａさんの手をとりマッサージを始められました。気持ちよさそうに眠っていか

れるＡさん。なんともいえない温かな空気が流れ、リビングはいっぱいの優し

さに包まれました。

認知症になっても、その人が持ち合わせている性格、言葉使いは残るもので

はないでしょうか？スタッフは、利用者様同士の関係、利用者様とご家族の関

係、利用者とスタッフの関係を良好に保つことも介護の一つと考えます。

今後も利用者様の気持ちにより添い、優しい雰囲気のホームを目指していき

たいと思っております。

グループホームはなえくぼ扶桑 管理者

次回は、はなえくぼひくみ便りです。どうぞお楽しみに！

ご見学随時受付いたしております。お気軽にお問い合わせください。

おばあちゃんの知恵袋②

ある日「かりもりのみそ漬け」の話しを利用者様から聞きました。お家にみえ

た頃は毎年漬けていたようで大好きだそうです。少し時季遅れだったのですが、

管理者が探し回って買ってきてくれました。利用者様の指導のもと漬けてみるこ

とにしました。

まず、よく水洗いし縦半分に切ります。スプーンを使ってタネを取っていると

「あかん！」と一言。どうやらタネの周りの白いところもきれいに取り除かない

といけないようです。そこに塩を全体にまぶして並べ、漬け物石を重しにして水

分を抜きます。次の日天日に干す予定でしたがあいにくの雨。なか２日、やっと

天日に干し、その間に味噌と砂糖を混ぜておきます。

午後かりもりに味噌をつけ、タッパーに入れ一週間。

どきどきしながら見ていただくと「ええかんじやな」

と笑顔。私も嬉しくなって、少し切って食べてみまし

た。「ムムム？」辛すぎです。こそっと塩抜きした物

を食べていただきました。満面の笑みでよろこんで食

べてくださいました。来年はもっと上手にできるとい

いなと思います。

園芸便り～２０１５年②

今は秋ナスとピーマンがとれています。「秋ナスは嫁に

食わすな」と言いますが、物知りな利用者様に伺ったとこ

ろ、秋ナスは種が少ししかない（黒が少ない）ので、苦労

の少ない嫁には食べさせるなということだそうです。

また、ピーマンは最後に葉っぱを佃煮にして食べるとい

うお話も伺いました。

『カボチャの重さ当てクイズ』

今年も、はなえくぼ扶桑では「カボチャの重さ当てクイズ」を行っています。

利用者様には最初にみそ１㎏を持っていただいてからカボチャを持ち上げていた

だきました。「これは５㎏ぐらいかな～」「もっとあるよ。

１５㎏だな」などと意見がわかれました。

運営推進会議に参加してくださった委員さん、ご家族、

スタッフも参加し、１位から３位の方には、社長から豪華？

景品が出ることになっております。

正解発表は１０月３１日です。まだエントリーがお済みで

ない方は、はなえくぼ扶桑にて受付中です。

『敬老会』

９月２１日、はなえくぼ扶桑でも敬老会を行いま

した。もと寿司職人のスタッフが握るお寿司で、長

寿のお祝いをしました。食後は、セブンピーナッツ

さんの昭和歌謡ショー。一緒に歌ったり踊ったり楽

しいひとときでした。


